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思 われ る.log aとIo黛dの 關係圖より(3)式 の關係式が成立する事が到つた.而 もこの値は

粉腿の種類に依 り異 る事を示す.叉 此の關係圖よ りn及 びktが 求め られ る.石 炭,小 萎粉類

布機藥品類 の稜 火限界曲線 よりn及 びktを 求めた結果が第1表 である.

                 第   1   表

   物 質 n 一㍗ …-6物 質 ・ 薯 … 一・

   サ ・ チ ル 酸 2.75、 7.41ア ル ・一ウ・ 2.・8 96.・   

安 息 香 酸 2・7  9・6}蕨  糟 2  27…

   ナ フ タ レ ン  2.6   13.9 iデ キ ズ トリン  1.84   720。0

   石         炭     2.2        90.0      小    蓼    粉      1.7       1430・0

 上 表 よ り判 る如 くサ リチル酸,安 息香酸,ナ フタ リン と石炭,Al及 び蕉糖,ヂ キス トリン,

小 萎粉等 は其 々nの 値 に於 ては群 をな し,似 ～二値 を取 る.即 ち11の 値 は樋 が り方 を表 わす故,

是等は夫桐 型式の灘 り於 す・・鉾醐 ・.宅 より稜蝦 舳 繍 ・よ則 つ磯 畑 賜

が一暦明瞭に判 る.叉 他の關係岡より同一種の粉煙は粒子の大小にかかわらす,大 罷同型の振

が肪 をする事が判つた.          ㌔

              (昭 和24年2月28日 受 理)

      膠 質 分 散 系 の 透 電 的 研 究(第1報)

       On the Dielectric Properties of Colloid System.1

             後 藤 廉 不 ・小 泉 直 一

              Rempei Goto and Naokazu Koizumi

 膠 質 分 散系 の透電的 性質 に關 す る研究 は鰍 二可 な りな されて來 てい るが,吾 々は夏 に此 の問

題 の詳細 な研究 を行 うため譲 備的 な實験 を行つたので,そ の結果 に就いて簡 軍 に報 告す る.

 本 實 験 は水 と油の種 々な割合 の乳濁液 を作 り,Dmdぎ の第2法(透 電率 を レツヘル線の線長

の攣 化か ら求 め る方法)に よつて分散系 の透電率 と損失係 敷を波長140Cmに 於 いて測定 し

た.用 い た試料 は水 と大豆油の乳濁液 で,こ の際安 定剤 として加 え るイオ ンを選ぶ こ とによつ

て水,油 の何 れを も分散媒 とす るこ とが翫來 ろ.帥 らK,N。 の よ うな1i質 イ オ ンを加 えた場

合 には油/水 型 に,A1. CaJ Mg等 の 多債 イ オンを加 えれば水/油 型 にす るこ とが出來 るのは

既 二よ く知 られ て民 る事實 であ る.吾 々 が用い た油/水 型 の乳 濁液 は乳濁液10ec中 に%oM,

NaOH溶 液 を1cc加 えた もので,後 にo.5ccのii50"I CaC121容 液 を加 え水/油 型 に攣換 した.

 實 験 の結 果は圖 に示 した如 く,横 軸 に油 と水の割合,即 ち分散質 の容債 と全 容積 との比 を と

り,縦 軸 に透電率 を とつ た.國 中實線 が測定{lt4で,破 線はWienerの 式 に よる計算 値であ る.

                   (121)
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      、隷=濡:;δ   八   .
 蕪に ・系の透騨 ・・・… は夫紛 マ躍L分 散媒の透  ＼

電率,δ は容債比である.水 の透電卒は80.5,叉 汕の透  t。  ・、

電卒は測定値2.7を 川いた.                 1・,
                         ラむ        へ

 Wlellerの 式 は元 々分散質 は球 形で且つ δの小 さい場  c

合 に適慮 すべ きもので あるが,油/水 興の場合 には計算  妬    '・、、
                               ・、%ゾ仙
:の方が大 きくなつているが比較的近い 結 果 が得 られ        臥、

た.水!油 型の場合は逆 に實測匝の方が遙かに大きい結        嵐、 θ

果となつた.叉 このよ うな不均一一系は豫期通 りに非常に  `   x Yo  煎

ノ(きな吸牧が認め られた一 「白依 型 のものは分散媒の水 、  ＼ . ＼
                               ヘ              へ

がイオンを含んでいるから傳導度を有 す るわ けである         '㌔   ＼
                         り  ル   ムヒ  るア  ヱ   ニ ぱ      コム 

が.水/油 型 ではイオンを含んだ水は分散質 となつてい  ,宅lll.26「)lll?1蹴 ・

るか ら直流的醇導度は 非常に小さい筈であるが,油/水

型の場合よ り吸牧は遥かに大 きくなつた・これ らの測定疸は直洞己的傳導度の測定や廣い範園の

周波救に於ける測定 と比較槍詞しなけ才しばならないが,こ の ような不均一系の透電的特性は分

散度や界面の問題に非常に深い關聯を有する.目 下更に化學的に純粋な試料に就いて實験を進

めてい るので,實 瞼の詳細や現硬の解繹に就いては別の機命 に譲 ることにする.

              (昭 和2・1年3月8日 受 理)

     ニ ツケルの電解析 出1こ關す る基 礎 的研究

                 (第]報)

        Study on the Electrodeposition of Niとkel. 1           、

           西 原清 廉 ・岡本岩 雄 ・津 田精 三

         Kiyokado Nishihara,'lwao Okamoto and Seizo Tsuda

               (1)緒    言

 鐡 属金癬5特に鐵,ニ ツケ'レ鍍金に於 ては劒難現竣が大 きな問題 であ る.

 一 般 に析出物 と基楓ll1の 密賄性 ゲよ く,柔 軟 な内部歪 の ない析 出物 を得 れば剥離 は起 らない 一

と考 えられ る.此 の場rヤ析 出物 中の内部歪の大 小に よ り,剥 雛現象が左右 せ られ ると言 う考 え

の もとに1〈ohlcrc1.UtterとVllillcumiel」)と が考案 した牧縮計(Contlae to met町)を 使 用 し

                  (122)


